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第 5号 ３１３8例会 ２０２０年 8月  6日（木） 

 

2020-2021 RI 会長:ホルガー・クナーク RI2570地区ガバナー:相原 茂吉 会長:忽滑谷明  幹事:繁田光 

2020-2021年度 RＩテーマ 

地区テーマ 
友だちをつくろう 
 

相原茂吉ガバナー公式訪問例会開催   

＜ビジター・ゲスト＞ 

第 2570地区ガバナー 川越ロータリークラブ 相原  茂吉 様 

第 3グループガバナー補佐 新狭山ロータリークラブ 西澤  長次 様 

第 2570地区幹事 川越ロータリークラブ 坂口   孝  様 

第 2570地区副幹事 川越ロータリークラブ 高橋  哲彦 様 

第 2570地区副幹事 川越ロータリークラブ 野溝   守  様 

 

国際ロータリー第 2570地区ガバナー公式訪問   於;丸広さくら草ホール 
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≪今月のお祝い≫ 

 

＜❁会長の時間❁＞忽滑谷明会長 
本年度のホルガー・ク

ナーク RI 会長のテーマ

は [Rotary Opens 

Opportunities]（ロータ

リーは機会の扉を開く）

です。 

又、相原茂吉ガバナーの

地区テーマは、『 Let’s 

make fellows! 』（友達をつくろう）です。

積極的に Rotary の扉を開き、一緒に活動

し、そして出来るだけ多くの友達を増やし

て欲しいと唱えています。私は今年度の入

間 RC 会長テーマを『 Let’ s enjoy 

together! 』（みんなで楽しみましょう！）

に決めました。ロータリーを楽しんで面白

く過ごし、同時に何か有益なものを得てほ

しいと望んだからです。地区テーマと併せ

て『 Let’s make fellows and enjoy 

together! 』です。 

３月 15 日に開催された会長エレクト研

修セミナーの時に、相原ガバナー、当時エ

レクトよりクラブ会長に望むこととして、

①例会の充実 

②地区の委員会行事への出席促進 

③財団寄付の意味理解 

④会員増強 

⑤他クラブとの合同例会の推奨 

⑥炉辺会合の推奨 

⑦クラブ戦略計画を立てる 

⑧地区大会への全員参加 

以上８つの指示がございました。これら

を受け私の今年度の方針は、 

・例会プラグラムの充実 ・地区大会、地

区各委員会への積極参加 ・財団、米山事業

意義の再度理解 ・会員増強推進 ・入間南

RCとの懇親 ・家庭集会での新会員教育 ・

新設戦略計画委員会での協議 ・市内小中

学校への教育資材寄贈 ・例会 100%出席を

目指し Make up活用推進を掲げました。 

７月より新年度が始まりまだ一か月余り

ですが、新型コロナウイルス感染症の感染拡

大により例会の実施方法等が問われていま

す。入間 RC では、いわゆる三密を避け、例

会時間場所を変更し、飲食は伴わない事を決

定いたしました。状況を見極めながらクラブ

運営に努めてゆきたいと考えておりますの

で引き続き皆さんのご協力をお願い申し上

げます。 

 

＜幹事報告＞ 繁田光幹事 
第 2回定例理事会報告 〈協議事項〉 

1.九州豪雨被害に対する 

義援金について。 

2.９月、10月のプログラム 

９月は３日木曜日、１７

日木曜日のみの例会開催

とし、時間は 18時、場所

は西山荘ホールとする。

また、全員出席扱いとし、

例会出席は各自の自由とする。 

3.前年度決算報告 

4.60周年記念誌委員会からの見積もり 

を承認クラブ基金を利用することを理事 

全員の賛成のもと承認 

<報告事項＞ 

1.8月 30日(日)国際奉仕委員会セミナー 

忽滑谷会長出席予定 

2.米山梅吉記念館訪問旅行は本年は奨学生 

と地区役員のみの参加とする 

3.職業奉仕公共イメージ委員会合同セミナ 

ー 忽滑谷会長 木下地区委員出席予定 

 

●委員長報告 

＜ロータリー美術館＞ 一柳達朗館長 

ロータリー美術館開催に

13 点作品を持って来て頂き

ありがとうございました。次

回の来年 1月の例会にも沢山

の作品宜しくお願い致しま

す。 

 

＜60周年記念誌＞ 馬路宏樹委員長 

記念誌に会員の方々の紹介と写真を載せ

ますので、本日の例会後、金井さんに顔写真

撮っていただきます。宜しくお願い致します。 

 

会員誕生日 後藤健君  細田浩司君 

夫人誕生日 齋藤純江様 荒井和子様 
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ガバナーの役目は

RI会長ホルガー・ク

ナーク氏のテーマと

趣旨、地区のテーマ

と方針を皆さんにお

伝えしてクラブと地

区の活性化を図るこ

とでございます。 

ホルガー・クナー

クさんはドイツ人の不動産屋さんで 67歳。

Rotary Opens Opportunities. 

「ロータリーは機会の扉を開く」私はこ

の意味をこの様に解釈しました。 

「私たち人生には多くの可能性が満ち

溢れています。その可能性をつかむには

様々なアップローチへの扉があるでしょ

う。機会の到来、すなわち好機は待ってい

るだけでは訪れません。行動してこそ道は

開きます。多様性を重んじ、人々が手を取

り合って行動し、持続可能な良い変化を目

指すロータリーは、無限の機会への招待で

す。ロータリーは中核的価値観を基に世界

中の友人達と共に、より豊かで意義ある人

生への機会の扉を開けてくれます。皆さん

ロータリーの扉を開き豊かで幸せな日々

を、そして人生を送ってください」といっ

た意味があると解釈いたしました。 

私は 2005 年に川越ロータリークラブに

入会しました。入会当時ロータリーに対し

て余り熱心ではなかったのですが、知らず

知らずのうちに友達の輪にしっかりと自

分が入っていました。そして今年度考えも

しなかったガバナーを拝命いたしました。 

サンディエゴのホテルでの缶詰めガバ

ナー研修の中にはドクターと一緒に一日

措きに人工透析をしながらの方や 78 歳の

方など、自ら率先してガバナーになった人

は一人もいませんでしたが終わってみる

と同期 34 名の連帯感が非常に深まりまし

た。この経験はまさしく私にロータリーの

扉を開いてくれロータリーに燃え始めた

のです。 

孔子の言葉に「恒産無くして恒心無し」

定まった財産や職業がなければ、定まった

正しい心を持つことができない。物質面で

の安定がないと心の安定はないの例えだそ

うです。私たちロータリアンは職業を基本と

しています。今回、コロナの影響で退会者が

増えるのではないかと私は、大変心配してい

ましたがほとんどの会員が残られました。こ

の事実はロータリーの魅力以外、何ものでも

なかったと思います。 

ロータリーの不変のものとは何といって

も親睦と奉仕の理念だと私は思います。ポー

ルハリスがロータリーの４つの目的の第１

項目に「知り合いを広める事によって奉仕の

機会とすること」とあります。これは一期一

会に通じるものであり、奉仕の理念は相手の

事を思いやり他人の為に尽くすことです。こ

れは眞に、茶道の言葉「相客に心せよ」(お客

さまへの一方的なおもてなしだけでなく、お

互いに尊重し合うことで、ひとつの空気が生

まれる。だからこそ、その時間は特別なもの

となる)に相通じるものだと思います。 

私は社員に対してアーサーフレデリック

のロータリーの 2 つのモットーを話してい

ます。仕事は利益を得る為にするのではなく

職業を通じて社会に奉仕することであり、ど

うすればお客様が喜んでくれるのかと。京セ

ラの稲森さんが最も大事にしている言葉「利

他の心」リーダーにとって一番大切なことは

他人を思いやる心と言っています。 

人生を豊かにする事。このことがロータリ

ーライフです。ロータリーは時代にどう即し

て、どう生き残っていくのかを考えなくては

いけません。その時同じような立場で同じよ

うな価値観を持った仲間がいる事。これはこ

の上なく心強い事であります。人生には価値

観を共有する友人が必ず必要です。 

米山梅吉も言っています。ロータリアン同

志は価値観を共有できます。結果人生が豊か

になり、幸せなことを確信します。 

皆さん、是非とも機会の扉を開きましょう。

そして志を共有する多くの仲間（Let’s make 

fellows）を作りましょう。この事は必ずや

皆さんに多くの可能性をもたらします。 
 

最後に YouTube にてガバナー相原茂吉の

想い『Rotaryの原点』で配信しておりますの

で、是非ご覧になって頂ければと思います。 

■■■ガバナー公式訪問卓話■■■ 

国際ロータリー第２５７０地区       ガバナー  相原 茂吉 様 
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＜ニコニコＢＯＸ＞ 後藤健ＳＡＡ 

★ガバナーのお供で参りました。宜しくお

願い致します。 

「坂口孝様、高橋哲彦様、野溝守様」 

★相原ガバナーようこそ入間クラブへ本

日は宜しくお願い致します。 

「忽滑谷明君、繁田光君、吉沢誠十君 

後藤健君、水村雅啓君、齋藤(栄)君 

細淵克則君、後藤賢治君、豊田義君、

一柳達朗君」 

★経済産業大臣表彰を頂きました。 

「後藤健君」 

本日\39,000 累計\131,313 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■回覧、配布物 

① 会員増強、新クラブ結成推進月間ご案内 

② 9/27第 1回職業奉仕委員会、公共イメー

ジ委員会合同セミナー開催のご案内 

③ ロータリー日本財団確定申告用寄付金領

収証送付ご案内 

④ 10/27第 31回女子ゴルフ大会ご案内 

⑤ 週報 4号 

発行 入間ロータリークラブ 

■事務所：〒358-0005 入間市宮前町 1-10 繁田醤油(株)内  Tel.04-2964-1700 Fax.04-2965-5788 

■Email   iruma－rc＠jupiter.plala.or.jp 

■例会場：丸広百貨店入間店６Ｆバンケットホール Tel.04-2963-1111 

■例会日：木曜日 12：30～13：30  ■会報委員長：白幡英悟 

相沢ガバナーの公式訪問を歓迎して、

恒例の「ロータリー美術館」を開催。忽

滑谷会長、水村会員、滝沢会員、山岸会

員、吉永会員、吉沢会員、齋藤栄作会員、

新井会員、一柳会員、吉田会員の説明を

聞きながら美術品、家族の作品等を楽し

んでいただきました。 


